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概要 

 各種 ODFソフトウエアで計算された ODF図のデータベース登録、データベースの検索では 

   Ｃｌｕｓｔｅｒデータベースに登録用Ｆｏｒｍａｔに変換が必要です。 

   本ソフトウエアでは、ＯＤＦ図（９０ｘ９０ｘ９０）をＧｅｎｅｒａｌＦｏｒｍａｔ（ＴＸＴ）に 

   変換を行います。 

   変換は、ＯＤＦデータ（ＴＸＴ）を読み込み、ｓｔｅｐ＝０．０２ｄｅｇのＴＸＴへ変換を行う。 

 

   変換されたＴＸＴはＣｌｕｓｔｅｒＰ２Ｖ２ソフトウエアによりデータベースに登録し、 

   検索機能により、相関係数からデンドログラム描画が可能になります。 

 

   本説明書では、各種ＯＤＦデータのＧｅｎｅｒａｌＦｏｒｍａｔ変換を行い、 

    ＣｌｕｓｔｅｒＰ２Ｖ２ソフトウエアによるデータベース変換 

    検索機能 

 デエンドログラムの表示に関して説明します。 

 

 Ｃｌｕｓｔｅｒは品質管理を行う上で、定期的に、ＯＤＦデータを定期的にデータベースに登録を続け、 

 現在のＯＤＦ測定結果を登録済データとの照合に利用できます。 

 不明は点は問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦＴｏＣｌｕｓｔｅｒに起動 

 ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ－＞ＴｏｏｌＫｉｔ―＞ＣｌｕｓｔｅｒＴｏｏｌｓ 

  

 

 

    

    

    

 



ＯＤＦｔｏＣｌｕｓｔｅｒの使い方 

 ＦｏｒｍａｔにＯＤＦＴＸＴデータを指定 

 

 

 Ｄａｔａ１からＤａｔａ８はＦｏｒｍａｔで指定したＦｏｒｍａｔデータを指定 

 ＨｏｌｄｅｒでＧｅｎｅｒａｌＦｏｒｍａｔ（ＴＸＴ）を作成するホルダを指定 

  このＨｏｌｄｅｒは仮のＨｏｌｄｅｒです。 

 ＦｉｌｅＭａｋｅでＤａｔａ１からＤａｔ８を変換する。 

 

 別々のＯＤＦソフトデータの比較では予めＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙで読み込み 

 ＯＤＦＤａｔａの変換ｓａｖｅを行う。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



各種 ODF解析結果の比較 

 

 

作成されたデータ 

 

 

  

 

 



ＤａｔＢａｓｅに登録 

 ODFデータの登録 

 

 

  

     



ＤａｔａＢａｓｅ内の検索 

  

 ODFを選択 

   

 検索条件 

   



 検索結果 

   

  MTEXとＳｔｄＯＤＦの相関係数は０．９７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘデータとＤａｔａＢａｓｅの相関を求める。 

  

  

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 Ｏｂｊｅｃｔに対してのデンドログラムが表示される。 


